
】故法◎
直径5m高さ6mの大傘は竹製｡現在

は､火薬類取締法により花火の製造を

指定の煙火業者に依頼しているが､明

治以前は旧大畑村の青年達によって

作られていた｡火薬の調合､仕掛けに

いたるまで門外不出の秘伝とし､外部

にもれるのを恐れ､育年の内で最古参

のもの以外は知るすべも無く代々引き

継がれてきたo

【傘の図面】立て花
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【古金集め】

花火のあざやかさは､火薬に混ぜ合

わせる鉄瀞の良し悪しで決まるため､

鉄粉の原料になる古い良質の鍋や

釜を吟味し集めることから始まる｡

【さび落し】

集められてきた古鉄は汚れがひどい

ので､きれいに洗い､石の上または砥

石で磨きだす｡そのあとは金づちで､

細かく打ち砕くo

【鉄粉づくり】

金づちで打ち砕くだけでは､細かくな

らないので､さらに薬研にかけるoそ

れを瀞ふるいにかけて微細な鉄筋を

作り出すo

【桐炭づくり】

鉄粉と混ぜられる炭瀞は桐の枯れ

枝を焼いて作る｡炭に桐炭を使用す

ることによって花火の威力を発揮す

る｡桐炭も薬研ですり作り出す｡

【調合と仕込み】

このようにして用意された原料は､花

火の種類によって調合するoそして､

数ある仕込みの中で八つ口"は最も

重要でむずかしい｡

【傘の組み立て】

花火が仕掛けられる傘の本体は､

直径5m､高さ6m余り｡万灯当日に

なると､保存会の手によって魅み立

てられるo
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